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武む
さ

蔵し
の

国く
に

の
国こ

く

府ふ

と
国こ

く

分ぶ
ん

寺じ

　武
むさ

蔵
しの

国
くに

は、今でいう東京都、埼
さい

玉
たま

県、そして神
か

奈
な

川
がわ

県の横
よこ

浜
はま

市と川
かわ

崎
さき

市の大部分を含
ふく

む、とても大
きな地

ち

域
いき

でした。「国」といっても、令
りょう

制
せい

国
こく

といって、日本全体を 60数カ国に分けたものです。今の「都
道府県」に似ているこの枠

わく

組
ぐ

みができたのは、飛
あすか

鳥時代から奈
な

良
ら

時代にかけてのこと（7〜 8世紀）。
当時栄えていた中国の唐

とう

から律
りつ

令
りょう

（法
ほう

律
りつ

）を学んだ日本は、この新しい国のしくみに基
もと

づいて日本を
区分けしました。その一つが武

むさ

蔵
しの

国
くに

だったのです。奈
な

良
ら

時代はじめの武
むさ

蔵
しの

国
くに

には今の「市町村」にあ
たる「郡

ぐん

」が 19 郡
ぐん

ありましたが、その後、高
こ

麗
ま

郡
ぐん

と新
しら ぎ

羅郡
ぐん

が設
せっ

置
ち

され、21 郡
ぐん

になりました。

武武
むさむさ

蔵蔵
しのしの

国国
くにくに

の成り立ちの成り立ち

国国
こくこく

府府
ふふ

・・国国
こくこく

司司
しし

とはとは
　国

こく

府
ふ

は国の中心になる場所のことです。たくさんの人が集まってきますし、また国の中のあちこち
へ出かける必要がありますから、交通にもっとも便利な場所につくられました。武

むさ

蔵
しの

国
くに

では府
ふ

中
ちゅう

がそ
うだったのです。その国

こく

府
ふ

で国を治めるために都
みやこ

からやってきたのが国
こく

司
し

という役人たち。四つの階
級に分かれていて、守

かみ

、介
すけ

、掾
じょう

、目
さかん

と呼
よ

びます。とはいえ、広い国を治めるのには彼
かれ

らだけでは足りず、
地元の有力者たちの協力が必要でした。彼

かれ

らは郡
ぐん

司
じ

という役人になって国を支えました。

武
むさ

蔵
しの

国
くに

の郡
ぐん

と全体地図 解 説
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国国
こくこく

衙衙
がが

地区の昔と今地区の昔と今
　国

こく

府
ふ

のさらにまん中に国
こく

衙
が

という場所がありました。今でいえば、都
と

庁
ちょう

の建物にあたる役所です。
国を治めるために必要な建物や施

し

設
せつ

がいろいろとあったほか、国
こく

司
し

たちが政治や儀
ぎ

式
しき

を行う場所だっ
た国

こく

庁
ちょう

もここにあったのです。
　この国

こく

衙
が

の一部が、大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の境
けい

内
だい

の中にあったことがわかっています。今ではその場所は
「武

むさし

蔵国
こく

府
ふ

跡
あと

（国
こく

衙
が

地区）」として観光地になっていて、朱
しゅ

色
いろ

の柱が当時を再
さい

現
げん

するかたちで立てられ
ています。大きな鏡に柱が映

うつ

りこんで、当時の建物の大きさがわかるようになっています。
　また、国

こく

衙
が

地区の近くには国
こく

司
しの

館
たち

地区があります。そこにはかつて国
こく

司
し

がいた国
こく

司
しの

館
たち

があり、江
え

戸
ど

時代には徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が府
ふ

中
ちゅう

御
ご

殿
でん

を建てましたが、火事で燃えてしまいました。

東東
とうとう

山山
さんさん

道道
どうどう

武武
む さ しむ さ し

蔵蔵路路
みちみち

とはとは
　律

りつ

令
りょう

を取り入れた日本では、令
りょう

制
せい

国
こく

だけでなく「五
ご

畿
き

七
しち

道
どう

」という地
ち

域
いき

でも日本を分けていました。
そのうちの一つが東

とう

山
さん

道
どう

で、最初武
むさ

蔵
しの

国
くに

はこの東
とう

山
さん

道
どう

に含まれていました。のちに東
とう

海
かい

道
どう

へ移ってい
ます。また、国は都

みやこ

から各国の国
こく

府
ふ

へつながるように公式の道をつくったのですが、その道も七
しち

道
どう

と
同じ名前で呼

よ

ばれました。しかし、東
とう

山
さん

道
どう

は信
しな

濃
のの

国
くに

（今の長野県）、上
こうずけの

野国
くに

（今の群
ぐん

馬
ま

県）から東へ延
の

び、
武
むさ

蔵
しの

国
くに

の北を通り過
す

ぎてしまいます。そこで、途
と

中
ちゅう

で分かれて府
ふ

中
ちゅう

へ向かう道がつくられました。そ
れが東

とう

山
さん

道
どう

武
むさ し

蔵路
みち

です。
　発

はっ

掘
くつ

により、東
とう

山
さん

道
どう

武
むさ し

蔵路
みち

は幅
はば

12 メートルの立
りっ ぱ

派な道だったことがわかっています。また、間に
休んだり馬をとりかえたりするための駅が 5つあったらしいのですが、詳

くわ

しくは分かっていません。

武
む さ し

蔵国
こく

府
ふ

・国
こく

分
ぶん

寺
じ

と東
とう

山
さん

道
どう

武
む さ し

蔵路
みち

の位置関係図
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　国
こく

分
ぶん

寺
じ

と国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

は、奈
な

良
ら

時代に聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

が全国につくらせたお寺です。このころ、日本では良く
ないことが立て続けに起きて、人々を不安にさせていました。天

てん

災
さい

、ききん、流
りゅう

行
こう

病
びょう

などです。これ
らは庶

しょ

民
みん

を悩
なや

ませましたが、問題はそれだけではありません。天
てん

皇
のう

と有力者たちは、当時の東北地方
にいた蝦

えみ

夷
し

とよばれる人々にあやしい動きが見られたり、朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

の新
しら ぎ

羅との関係が悪化して、日本
に攻

せ

めてくるのではといった問題にも悩
なや

まされていました。一方で権
けん

力
りょく

争いもはげしく、740 年には
九州で藤

ふじわらの

原広
ひろ

嗣
つぐ

の乱
らん

が起きています。
　そこで聖

しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は仏
ぶっ

教
きょう

にすがったのです。もともと、人間にはどうしようもないききんや流
りゅう

行
こう

病
びょう

な
どは仏

ほとけ

の力で解
かい

決
けつ

してもらおうという考え方がありました。「鎮
ちん

護
ご

国
こっ

家
か

」です。それまでも都
みやこ

などで
は仏

ぶっ

教
きょう

をさかんにして国を守ろうとしたのですが、各地にお寺を建てることでより強く国を守ろうと
天
てん

皇
のう

は考えたのです。

国国
こくこく

分分
ぶんぶん

寺寺
じじ

建建
こんこん

立立
りゅうりゅう

のの背背
はいはい

景景
けいけい

　　建建
こんこん

立立
りゅうりゅう

とは何かを建てることで、とは何かを建てることで、詔詔
みことのりみことのり

とはとは天
てん

皇
のう

の命令およびそれを書いた文章のことです。ですから、の命令およびそれを書いた文章のことです。ですから、
国国
こくこく

分分
ぶんぶん

寺寺
じじ

建建
こんこん

立立
りゅうりゅう

のの詔詔
みことのりみことのり

とは「とは「国国
こくこく

分分
ぶんぶん

寺寺
じじ

を建てなさい」という命令のことになります。741 年に出されたこのを建てなさい」という命令のことになります。741 年に出されたこの
詔詔
みことのりみことのり

の中で、の中で、天
てん

皇
のう

は「国ぐにには「国ぐにに七七
しちじゅうのとうしちじゅうのとう

重塔重塔を建て、『を建て、『最最
さいさい

勝勝
しょうしょう

王王
おうおう

経経
きょうきょう

』と『』と『法法
ほほ

華華
けけ

経経
きょうきょう

』を書き写しなさい」「』を書き写しなさい」「金金
こんこん

光光
こうこう

明明
みょうみょう

四四
しし

天天
てんてん

王王
のうのう

護護
ごご

国国
こくこく

之之
のの

寺寺
てらてら

（（国国
こくこく

分分
ぶんぶん

寺寺
じじ

）と）と法法
ほっほっ

華華
けけ

滅滅
めつめつ

罪罪
ざいざい

之之
のの

寺寺
てらてら

（（国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

）を建てなさい」と命令したのです。）を建てなさい」と命令したのです。

国国
こくこく

分分
ぶんぶん

寺寺
じじ

建建
こんこん

立立
りゅうりゅう

のの詔詔
みことのりみことのり

金金
こんこん
堂堂
どうどう
……仏仏

ぶつぶつ
像像
ぞうぞう
を置く場所を置く場所

経経
きょうきょう
蔵蔵
ぞうぞう
…お…お経経

きょうきょう
をしまっておく場所をしまっておく場所

講講
こうこう
堂堂
どうどう
……修修

しゅしゅ
行行
ぎょうぎょう
やおやお経経

きょうきょう
を読むための場所を読むための場所

七七
しちじゅうのとうしちじゅうのとう
重塔重塔…国を守るお…国を守るお経経

きょうきょう
をを納納

おさおさ
めた高いめた高い塔塔

とうとう

僧僧
そうそう
坊坊
ぼうぼう
……僧僧

そうそう
侶侶
りょりょ
が生活するための場所が生活するための場所

中中
ちゅうちゅう
門門
もんもん
……国国

こくこく
分分
ぶんぶん
寺寺
じじ
の中心とのさかいにある門の中心とのさかいにある門

鐘鐘
しょうしょう
楼楼
ろうろう
…時間や…時間や儀儀

ぎぎ
礼礼
れいれい
を知らせるを知らせる鐘鐘

かねかね
を鳴らす場所を鳴らす場所

講講
こうこう
師師
じじ
院院
いんいん
（（北北

ほっほっ
方方
ぽうぽう
建建
たてたて
物物
ものもの
）…）…僧僧

そうそう
侶侶
りょりょ
をを監監

かんかん
督督
とくとく
するする講講

こうこう
師師
じじ
のいる場所のいる場所

武
む さ し

蔵国
こく

分
ぶん

寺
じ

推
すい

定
てい

復
ふく

元
げん

模
も

型
けい

・七
しちじゅうのとう

重塔復
ふく

元
げん

図等
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　中国で信
しん

仰
こう

されていた神に、4つの方角を守る「四
し

神
じん

」がいます。東を守る青
せい

龍
りゅう

（川）、西を守る
白
びゃっこ

虎（道）、南を守る朱
すざく

雀（低湿地）、北を守る玄
げん

武
ぶ

（高地）です。周囲にこの四
し

神
じん

が象
しょう

徴
ちょう

する地形が
ある場所は「四

し

神
じん

相
そう

応
おう

の地」と呼
よ

ばれ、大変に縁
えん

起
ぎ

が良いと考えられていました。国
こく

分
ぶん

寺
じ

は「良い場
所を選んで建てなさい」という聖

しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命令により、武
むさし

蔵国
こく

分
ぶん

寺
じ

もまた四
し

神
じん

相
そう

応
おう

の地に建てられま
した（マンガ P10 参照）。なお、平

へい

安
あん

京
きょう

や江
え

戸
ど

も四
し

神
じん

相
そう

応
おう

の地につくられたとされています。

武
む さ し

蔵国
こく

分
ぶん

寺
じ

の変
へん

遷
せん

四四
しし

神神
じんじん

相相
そうそう

応応
おうおう

とは？とは？

　741 年の国
こく

分
ぶん

寺
じ

建
こん

立
りゅう

の詔
みことのり

をうけて創
そう

建
けん

がはじまった武
むさ し

蔵国
こく

分
ぶん

寺
じ

は、金
こん

堂
どう

や講
こう

堂
どう

など主な建物が
757 年ごろにはできあがり、765 年くらいまでには工事全体も終わっていたようです（図②）。その後、
区画を西に向かって広げたり、七

しちじゅうのとう

重塔が雷
かみなり

で燃えてしまったので再
さい

建
けん

したり、全体を改
かい

修
しゅう

しながら
国
こく

分
ぶん

寺
じ

は栄えていきました（図③）。しかし、10 世紀中ごろから 11 世紀の終わりごろにかけては国
こく

分
ぶん

寺
じ

というしくみそのものがおとろえ、寺の敷
しき

地
ち

内に庶
しょ

民
みん

の建物が建てられていったようです（図④）。

武武
む さ しむ さ し

蔵蔵国国
こくこく

分分
ぶんぶん

寺寺
じじ

のの変変
へんへん

遷遷
せんせん



ふるさと府中歴史館

　府中市宮町3-1
☎ 042-335-4393（府中市ふるさと文化財課）

武
む さ し

蔵国
こく

府
ふ

跡
あと

の中にある、
府中の歴史を学べる施

し
設
せつ

。
武
む さ し

蔵国
こく

府
ふ

跡
あと

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

や
ケヤキ並

なみ
木
き

の歴史などに
ついて、分かりやすく展

てん

示
じ

しています。

武
むさし

蔵国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡
あと

資
し

料
りょう

館
かん

　国分寺市西元町1-13-10（おたかの道湧水園内）
☎ 042-323-4103（武蔵国分寺跡資料館）

※「おたかの道湧水園」への入園料が必要
　（一般 100 円／中学生以下無料）

見る・学ぶ・訪
たず

ねるがコ
ンセプトの体験型資

し
料
りょう

館
かん

。
FreeWi-Fiの利用や文化
財関係図書の購

こう
入
にゅう

もでき
ます。

武
むさし

蔵国
こく

府
ふ

跡
あと

　国
こく

衙
が

地区

　府中市宮町2-5
☎ 042-335-4393（府中市ふるさと文化財課）

武
むさ

蔵
しの

国
くに

の国
こく

府
ふ

跡
あと

、国指定
史
し

跡
せき

。国
こく

府
ふ

の中心にあっ
た役所の建物の柱を再

さい
現
げん

しています。▲iPhone ▲Android

ぶらり国・府

QRコードから
アクセスして、
ダウンロードしよう！
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「3D AR」でタイムトラベル

当時この地
ち

域
いき

にあった、武
む さ し

蔵国
こく

分
ぶん

寺
じ

の「七
しちじゅうのとう

重塔」と、武
む さ し

蔵国
こく

府
ふ

の「国
こく

庁
ちょう

」を3Dで再
さい

現
げん

！ スマ
ホをかざすと、実

じっ
際
さい

にそこにあ
るかのように見えます。

国
こく

 庁
ちょう

3D AR

七
しちじゅうのとう

重塔
3D AR

ダウンロード
無料!! 観光アプリ「ぶらり国・府」

国分寺・府中の魅
み

力
りょく

がいっぱい！

国分寺・府中の歴史・文化・自然を楽し
めるおすすめ観光スポットの紹

しょう
介
かい

や、地
ち

域
いき

の豆知
ち

識
しき

など両市を満
まん

喫
きつ

できるコンテ
ンツが盛

も
りだくさん！

ぜひダウンロードしてみてください♪


